
丸鋼曲がり計
X字配備された２台の帯状レーザ式エッジ検出センサを丸鋼搬送方向3カ所に

設置することで、曲がり量を測定する装置です。

図1 装置構成

●測定項目 長手方向1m当たりの曲がり量分布

●測定精度 ±0.2mm （2σ）

●装置構成 図1参照

●丸鋼  外径Φ90～260mm （左記は納入実績によるもので、ご相談に応じます）
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●丸鋼走行中における回転や蛇行の影響を受けること無く、1m当たりの曲がり量分布の

 全長オンライン測定が可能です。



装置適用例

図2 装置適用例
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https://www.jfe-planteng.co.jp/post_technology/sensor_for_steel/
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